
議案第８９号

   さいたま市さいたま新都心バスターミナル条例の制定について

 さいたま市さいたま新都心バスターミナル条例を次のように定める。

  令和元年６月５日提出

さいたま市長 清 水 勇 人  

   さいたま市さいたま新都心バスターミナル条例

 （設置）

第１条 市民の利便性の向上及び交通結節機能の強化を図るため、さいたま市さいた

ま新都心バスターミナル（以下「さいたま新都心バスターミナル」という。）をさ

いたま市大宮区北袋町１丁目６０３番地１に設置する。

 （業務）

第２条 さいたま新都心バスターミナルは、次に掲げる業務を行う。

 さいたま新都心バスターミナルの利用に関すること。

 さいたま新都心バスターミナルの施設及び設備の維持管理に関すること。

 前２号に掲げるもののほか、さいたま新都心バスターミナルの設置の目的を達

成するために必要な業務に関すること。

 （施設）

第３条 さいたま新都心バスターミナルに次の施設を置く。

 自動車ターミナル法（昭和３４年法律第１３６号）第２条第６項に規定するバ

スターミナル（以下「バスターミナル」という。）

 一般車駐車場

 バス駐車場

 （休業日）

第４条 さいたま新都心バスターミナルの休業日は、設けないものとする。ただし、

市長は、必要があると認めるときは、臨時に休業日を定めることができる。

 （バスターミナルの供用時間）

第５条 バスターミナルの供用時間は、午前５時から午後１２時までとする。ただし、

市長は、事情によりこれを変更することができる。

 （使用の許可）



第６条 バスターミナルを使用しようとする道路運送法（昭和２６年法律第１８３号

）第９条第１項に規定する一般乗合旅客自動車運送事業者（以下「一般乗合旅客自

動車運送事業者」という。）は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。

許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 市長は、前項の許可をする場合において、バスターミナルの管理上必要な条件を

付することができる。

 （使用の制限）

第７条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、バスターミナルの

使用を許可しない。

 バスターミナルの設置の目的に反するとき。

 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。

 バスターミナルの施設を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。

 前３号に掲げるもののほか、バスターミナルの管理上支障があるとき又は市長

が適当でないと認めるとき。

 （使用権の譲渡等の禁止）

第８条 第６条第１項の使用の許可を受けた一般乗合旅客自動車運送事業者（以下「

許可事業者」という。）は、その権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。

 （使用許可の取消し等）

第９条 市長は、許可事業者が次の各号のいずれかに該当するとき又はバスターミナ

 ルの管理上特に必要があるときは、第６条第１項の許可に係る使用の条件を変更し、

 若しくは使用を停止し、又は当該許可を取り消すことができる。

 この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。

 偽りその他不正の行為により使用の許可を受けたとき。

 バスターミナルの使用料（以下「バスターミナル使用料」という。）を納期限

までに納付しないとき。

 許可の条件又は関係職員の指示に従わないとき。

２ 前項の措置によって許可事業者に損害が生じることがあっても、市は、その責め

を負わない。

 （バスターミナル使用料）



第１０条 許可事業者は、道路運送法第３条第１号イの一般乗合旅客自動車運送事業

の用に供する自動車（以下「一般乗合旅客自動車」という。）１台がバスターミナ

ルを１回使用するごとに、別表第１の左欄に掲げる路線のキロ程に応じて、同表の

右欄に定める額のバスターミナル使用料を納付しなければならない。ただし、同一

路線において往復でバスターミナルを使用する場合の復路に係るバスターミナル使

用料については、同表のバスターミナル使用料の額の１００分の５０に相当する額

とする。

 （駐車場の供用時間）

第１１条 一般車駐車場及びバス駐車場（以下「駐車場」という。）の供用時間は、

午前零時から午後１２時までとする。ただし、市長は、事情によりこれを変更する

ことができる。

 （利用できる自動車）

第１２条 駐車場を利用できる自動車の種別（以下「車種」という。）は、別表第２

のとおりとする。

 （駐車場使用料）

第１３条 駐車場を利用する者は、別表第３に定める駐車場の使用料（以下「駐車場

使用料」という。）を納付しなければならない。

２ 市長は、必要があると認めたときは、駐車場使用料から２０パーセント以内の割

引をした額の駐車回数券を発行することができる。

３ 前項の駐車回数券に係る駐車場使用料についてはこれを発行するときに、規則で

定めるところにより登録を受けた者に係る駐車場使用料については後払いにより、

それぞれ徴収することができる。

 （車種及び駐車場使用料の特例）

第１４条 特別の理由により、第１２条に規定する自動車以外の自動車を駐車させよ

うとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。

２ 市長は、前項の許可をした場合において、駐車場使用料の額が前条の規定により

定めた額によりがたいと認めるときは、その都度これを定める。

 （割増金）

第１５条 市長は、偽りその他不正の手段により駐車場使用料の徴収を免れた者があ



るときは、その者から徴収を免れた駐車場使用料のほか、その額の２倍に相当する

額を割増金として徴収することができる。

 （駐車場使用料の不徴収）

第１６条 市長は、次の各号のいずれかに該当する自動車を駐車させるときは、駐車

場使用料を徴収しない。

 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第３９条第１項に規定する緊急自動

車

 国又は地方公共団体の職員が、防疫活動その他緊急を要する公務を行うために

使用する自動車

 前２号に掲げるもののほか、市長が駐車場使用料を徴収することを不適当と認

める自動車

 （使用料の減免）

第１７条 市長は、必要があると認めたときは、バスターミナル使用料又は駐車場使

用料を減額し、又は免除することができる。

 （使用料の不還付）

第１８条 既納のバスターミナル使用料又は駐車場使用料は、還付しない。ただし、

市長は、特別の理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付することがで

きる。

 （禁止行為）

第１９条 さいたま新都心バスターミナルの利用者は、次に掲げる行為をしてはなら

ない。

 一般乗合旅客自動車の円滑な運行を妨げる等さいたま新都心バスターミナルの

機能を低下させること。

 他の自動車の駐車を妨げること。

 さいたま新都心バスターミナルの施設又は設備を損傷し、又は滅失するおそれ

のある行為をすること。

 前３号に掲げるもののほか、さいたま新都心バスターミナルの管理に支障を及

ぼすおそれのある行為をすること。

 （利用の拒否）



第２０条 市長は、次の各号のいずれかに該当するときは、さいたま新都心バスター

ミナルの利用を拒否することができる。

 発火性、引火性又は爆発性の物品を積載しているとき。

 さいたま新都心バスターミナルの構造又は管理上、利用を不適当と認めたとき。

 この条例若しくはこの条例に基づく規則に違反し、又は係員の指示に従わない

とき。

 前３号に掲げるもののほか、市長が特に必要があると認めたとき。

 （利用の休止）

第２１条 市長は、さいたま新都心バスターミナルの補修その他管理上必要があると

認めるときは、さいたま新都心バスターミナルの全部又は一部の利用を休止するこ

とができる。

 （損害賠償の義務）

第２２条 さいたま新都心バスターミナルの利用者は、故意又は過失によりさいたま

新都心バスターミナルの施設又は設備を損傷し、又は滅失したときは、その損害を

賠償しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、この

限りでない。

 （委任）

第２３条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

   附 則

 この条例は、令和２年６月１日から施行する。ただし、第１条から第４条まで及び

第１１条から第２３条まで並びに別表第２及び別表第３の規定のうちバス駐車場に係

る部分については、令和元年１０月１日から施行する。



別表第１（第１０条関係）

路線のキロ程 バスターミナル使用料

３００キロメートル未満 ５００円

３００キロメートル以上５００キロメートル未満 ８００円

５００キロメートル以上７００キロメートル未満 １，０００円

７００キロメートル以上 １，２００円



別表第２（第１２条関係）

駐車場の区分 車種

一般車駐車場 普通自動車、小型自動車及び軽自動車

バス駐車場 バス

 備考

  １ この表において「普通自動車」とは、道路運送車両法施行規則（昭和２６年

運輸省令第７４号。以下「省令」という。）別表第１に掲げる普通自動車のう

ち、人の運送の用に供する乗車定員１０人以下のものをいう。

  ２ この表において「小型自動車」とは、省令別表第１に掲げる小型自動車のう

ち、貨物又は人の運送の用に供するもので、二輪自動車以外のものをいう。

  ３ この表において「軽自動車」とは、省令別表第１に掲げる軽自動車のうち、

二輪自動車以外のものをいう。

  ４ この表において「バス」とは、省令別表第１に掲げる普通自動車のうち、人

の運送の用に供する乗車定員１１人以上のものをいう。



別表第３（第１３条関係）

駐車場の区分 駐車時間 駐車場使用料

一般車駐車場 ５時間まで ３０分につき ２００円

５時間を超え２４時間まで ２，０００円

バス駐車場 ４時間まで ３０分につき ５００円

４時間を超え２４時間まで ４，０００円

 備考 

  １ 駐車場使用料の算定において、３０分に満たない駐車時間は、３０分とする。

  ２ 駐車場使用料の算定において、駐車時間が２４時間を超える場合は、２４時

間ごとに再度入場したものとみなして、駐車場使用料を算定する。


